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乳癌の臨床症例を用いた
浸潤・転移に関する免疫組織学的検討

大城 彩 氏 (琉球大学総合技術部 生物・生体技術グループ)

乳癌は女性に発生する癌で最も多いが、早期発見が可能であること、多様な治療法があること
から、予後良好な症例が多い。しかし、推奨される治療法への感受性が低い症例や予後不良例
も一部にみられ、各症例の性質から有用な治療法を予測することが個別化治療における重要な
課題のひとつである。発表者は、乳癌の臨床症例を用いて免疫組織化学染色(IHC)を行い、癌
の浸潤・転移に関わるタンパク質の発現と臨床情報との関連を検討した。

申込方法
下記のアドレスまたはQRコードから参加登録を行ってください。

https://forms.office.com/r/Cd01FEwdpv
(申込締め切り：2024年3月27日、定員：約50名)

問合せ先： おきなわオープンファシリティネットワーク事務局（琉球大学 研究推進機構）
メール： techseminar_oopnet@c-rac1.skr.u-ryukyu.ac.jp

202４年 ３月28日（木）１４：00～１５：00
Zoomによるオンラインセミナー(参加無料)

ー科学の技術と知識を地域とともにー
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